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技 術 概 要 
 

技術名称 
アルカリ法面緑化用液状中和剤 

ドクターペーハー液剤 

担当部署 技術営業部 

担当者 山本 大樹 

NETIS登録番号 KT-220058-A 電話番号 04-2941-2435 

会社名等 株式会社インターファーム MAIL yamamoto@inter-farm.co.jp 

技術の概要 1.技術開発の背景及び契機 

 発生土を有効利用するために、セメントや石灰系固化剤による改良土が広く活用されて

います。これらはアルカリ性を呈しているため、緑化する際に障害となります。例えば河

道掘削工事で発生した発生土を堤防に流用する際、土壌のコーン指数を改善するために石

灰改良を行うことがありますが、築堤の最終段階で法面保護のため芝生による緑化を行う

際にアルカリが問題となります。このような場合、当材料を適宜希釈して散布、表層を中

和処理することで健全な植生が可能になります。 

 

2.技術の内容 

  液状の中和剤を希釈し、1㎡あたり2リットル（標準散布量）を散布するだけで芝生などの地被類

による緑化が可能になります。中和剤の浸透深さは数cmですが、ここに根を伸長させると、根の呼

吸作用による二酸化炭素の放出により、根の伸長と共にさらに下層のアルカリの原因物質である

水酸化カルシウムを炭酸カルシウムに変化させます。結果として徐々にアルカリ土壌の中性化が

根の範囲に広がっていくことで健全な植生が実現できることになります。 

 また当製品は中和に伴い生成される塩類を水に溶けにくくしているため、土壌の電気伝導度の上

昇は僅かで緑化に適した中和剤であるといえます。 
 

３．技術の効果 
 経済比較として、従来工法として30cm客土置換工法を採用しています。アルカリの改良

土を緑化する場合、対策として緑化に際して30cmの客土置換とされていますが、当材料で

緑化する場合、経済コストは90%以上向上します。希釈液を散布するだけですから工期も

90％以上短縮することができます。通常の降雨であれば表流水も中性を保持します。 

 多量に発生するアルカリ性発生土を全量中和するためには多大な費用が必要になります

が、当材料を用いることで芝などの地被植物で緑化ができるようになるので利用用途が広

がり、また経済性も格段に向上します。 

 

４．技術の適用範囲 

 ・土壌硬度27mm以下、勾配が1:1.0以下で、希釈液が浸透することが必要です。 

 

５．活用実績（2022年３月現在） 

NETIS申請での実績ではなく、納品した実績になります。 

九州地区公共工事 7件 

国の機関    46件 

自治体     35件 

民間      48件 
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６．アルカリ法面の緑化のための中和剤散布工 

 

１）中和剤の希釈倍率を決めるための中和試験（無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     上写真：中和試験状況 

 

     右図：希釈倍率を決める中和曲線 

 

        この場合、pH8.0以下に中和するためには15倍に希釈すれば良いことが分かります。 

 

２）施工 

  種子散布車などを用い希釈液を2L/㎡散布します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1バッチの散布範囲を決め、2L/㎡を散布します。    翌日には張芝が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       散布3か月後の状況             散布後8年経過した状況 
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中和剤の希釈倍率

上流地区災害対策推進工事土壌の中和曲線
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技 術 概 要 
 

技術名称 高圧ＣＳＢ 担当部署 技術営業部 

NETIS登録番号 KT-190128-A 担当者 村崎裕一 

社名等 中川ヒューム管工業株式会社 電話番号 029-821-3611 

技術の概要 本技術は、高土かぶりの埋設管工事において、管と基礎を一体化したパイプカルバート

(CSB)を適用する技術で、従来は、ヒューム管 360 度巻立て基礎で対応していた。本技

術の活用により、巻立てが不要になるため、工程の短縮、施工性の向上、経済性の向上

が図れる。 

 

①何について何をする技術なのか? 

・管と基礎を一体化したパイプカルバート(CSB)を適用する技術 

 

②従来はどのような技術で対応していたのか? 

・ヒューム管360度巻立て基礎 

 

③公共工事のどこに適用できるのか? 

・高土かぶりの横断排水路等 

 

 

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?) 

・ヒューム管 360 度巻立て基礎から管と基礎を一体化したパイプカルバート(CSB)を適

用する技術に変えた。 

 

 

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?) 

・管と基礎を一体化したパイプカルバート(CSB)を適用する技術に変えたことによっ

て、 

(1)巻立て作業が不要となり、即時埋戻しが可能になるので、施工性の向上と工程の短

縮が図れる。 

(2)巻立て費が不要になるので、経済性の向上が図れる。 

(3)工場製作のプレキャスト製品のため、品質の向上が図れる。 

(4)専用吊り具を使用するため、安全性の向上が図れる。 

(5)呼び径600の場合、土被り範囲が向上するため、安全性の向上が図れる。 

(6)型枠が不要となり、廃棄物が削減できるので、周辺環境への影響抑制が図れる。 
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写真・図・表 

 

高圧 CSB の寸法(単位:mm) 

呼び径 内径 D 高さ・幅 B 厚さ t 有効⻑ L 参考質量(kg) 
600 600 786 93 2400 1960 
700 700 910 105 2400 2590 
800 800 1032 116 2400 3270 
900 900 1152 126 2400 4030 
1000 1000 1270 135 2400 4830 
1100 1100 1400 150 2400 5900 

 

 

 
高圧CSB 製品写真 

 

 
高圧CSBの許容土かぶり 
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技術名称 ノルトロックワッシャー 担当部署 営業技術部

NETIS登録番号 KKK-190002-A 担当者 西原　伸

社名等 株式会社ノルトロックジャパン 電話番号 072-727-1069

技術の概要

・ワッシャータイプですので、あらゆるボルト・ナット締結部へ使用可能です。
・材質は鉄、ステンレス製品、高耐食性ステンレス254SMO®と用途や環境に応じて使い分けが
　可能です。（沿岸部や外観上錆の発生を許さない箇所へは254SMO®をご選択ください。）
・鉄製品はデルタプロテクト処理され、いわゆるドブメッキと同等の耐食性があります。
・長穴などで使用するため、外径を広げた幅広タイプ（spタイプ）があります。【図-2】

数えきれないほどの建築物、乗物、機械が文明を形作る現代、その多くにボルトが使用され
ています。ボルトは簡単に締められる反面、振動などにさらされると簡単に緩んでしまう欠
点も持ち合わせています。
ボルトの緩みによって引き起こされる生活への影響は大きく、最悪の場合には人命をも脅か
します。
1982年にスウェーデンで生み出されたノルトロックワッシャーは、世界で初めて摩擦に依存
せずに「物理的」にボルトの緩みを防ぐ製品です。
激しい振動や荷重に晒される締結部でさえ、ボルトの緩みを許さず「軸力」を確実に保持し
ます。
製品面での特許技術、厳格に選定された高品質な鋼材料により、ノルトロックワッシャーは
最も安全で確実なソリューションとして世界中で35年以上にわたり信頼を集めています。
もちろん日本も例外ではなく業界問わず大切な締結部へ使用されています。

ボルトはトルクをかけ締め付ける事によって引き伸ばされ、同時に発生する戻ろうとする力が発
生します。この戻ろうとする力が「軸力」と呼ばれており、この力によって物と物を挟み込み一
体化させることで、ボルト締結は成立しています。
ノルトロックワッシャーは従来の緩み止め製品とは違い、このボルトが持つ「軸力」そのものを
利用した緩み止め製品です。
ノルトロックワッシャーは２枚１組で使用するもので、外側にはリブ面（細かいギザギザ面）、
内側にはカム面（内側の大きな傾斜面）があり、このカム面同士が向き合うように使用します。
【図-1】
このリブ面・カム面の機構によってボルトの「軸力」を引き出し、ボルトの回転緩みを「物理的
に」許さないロック機能が働きます。【図-3】
ボルトが持つ「軸力」を引き出すことによって緩み止め効果が発揮されるため、使用箇所による
効果のばらつきはありません。
その高い緩み止め機能はドイツ工業規格DIN65151に準拠した「ユンカー振動試験」によって証明
されています。この試験機は締結時の軸力が数値化されて確認可能で、振動を加えることでどの
程度低下するかを確認できます。その為、製品ごとの緩み止め機能を客観的に比較する事が可能
です。【表-1】

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

４．技術の適用範囲

３．技術の効果

２．技術の内容

ノルトロックワッシャーは激しい振動や衝撃によるボルトの緩みを物理的に防ぐだけでなく、ボ
ルト・ナットの下へ入れて締めるだけで高い緩み止め効果を発揮します。その作業性の良さから
工期短縮やメンテナンスコストの削減にも貢献しています。
また作業者の熟練度によって緩み止め効果が変わることなく、誰が作業を行っても同じ緩み止め
効果を発揮します。
例えばダブルナットを使用していた箇所へノルトロックワッシャーを使用することで、２個目の
ナットを締める工程を削減する事が可能です。締付箇所が多いほどその効果は大きくなり、結果
として大幅な工期短縮につながります。
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国の機関　3件（九州　3　件）
他、地方公共工事などで多数採用有

写真・図・表

５．活用実績（2022年9月1日現在）

図 - １ ノルトロックワッシャーの機構

図 - 3 ウェッジロッキング機構 (締結時→解除時)

図 - 2 ノルトロックワッシャーの通常幅タイプと幅広タイプ

表 - 1 ユンカー振動試験

通常幅タイプ 幅広タイプ（spタイプ）

⇐採用事例

1. 東京スカイツリー

2. アンカーボルト

3.ガードレール

その他実績多数有

1. 2. 3.
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�����������$%&'()*+,)*-./000123444516

99



»�ª½hi/jk

S

����������� *C+�

lmhi/nopq�r��Î�Ís��85tu©�»Ó̧ �<ávwØx�g²JÞyz�{�mnopqrstu�5 R̀S�lG!|k}��n���vw;ßÛ²Eè²D��~�;ß�̀ Û²Eè²DJijk�C��T�Ïn#P�nvw;ß����TÕ»Iqrstu

�����������$%&'()*+,)*-./000123444516

QM

� ��¹<�� ������ ��+�
�����Ñ

��������������������������
ÀÁ���ê�²DÖôjC�²�fÉî�ä²ÝÇ�� ̈  # sIºP�l¡s�k�wrMØ$�ooruGHIJKD L �¢�£¢�¢£��́=TUIJKD L �h£́��h£��́=X ¤¥¦§¤̈©ª£¥̈«Ú£¦¬ý«̈G

100


	R4新技術・新工法説明会(鹿児島)
	5_[技術概要] アルカリ法面緑化用液状中和剤「ドクターペーハー液剤」
	5_[発表資料] KT-220058

	6_[技術概要] 高圧CSB
	6_[発表資料] KT-190128

	7_[技術概要] SLVアンカー(スリーブ打込み式メネジアンカー)
	7_[発表資料] QS-190014

	8_[技術概要] ノルトロックワッシャー
	8_[発表資料] KKK-190002



	Button1: 
	TOP: 


